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衣替えの時期を迎え、肌を露出する機会が多くなる季節となりました。それに伴い私達を困らせるのが蚊の存

在です。耳に残る独特の羽音や、刺された時に起こるかゆみの不快感は勿論ですが 

時に感染症を引き起こし、場合によっては命を脅かす恐ろしい害虫です。 

そこで今回は蚊が媒介する感染症と蚊の調査方法についてご紹介します。 

蚊の生態 

 

生活場所 卵～蛹までは水の中で生活。 

池、下水溝、用水路、水田、古タイヤ、お墓の花立て、空き缶など少量の水で繁殖可能。 

食べ物 成虫のエネルギー源は糖分で、普段は花の蜜、樹液、果汁などを吸って生活している。 

メスだけが産卵のため吸血し、オスは吸血しない。 

寿命 成虫の寿命はおよそ 1 ヶ月。 

その間メスは 4～５回吸血し、1 回の産卵で 300 個もの卵を産む。 

飛行能力 時速 2.4km。飛行能力が低いため扇風機を回すだけで刺されるのを軽減可能。 

好むもの 二酸化炭素、暗い色、体温の高い人、汗の匂い。 

引き起こされる感染症 

 媒介する蚊  

ジカ熱 ﾈｯﾀｲｼﾏｶ 

ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ 

2016 年国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態が宣言される事態に発展。 

小頭症やギランバレー症候群との関係性が指摘されている。 

デング熱 ﾈｯﾀｲｼﾏｶ 

ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ 

2014 年に代々木公園で 69 年ぶりに国内感染例が報告された。 

重症化すると死亡するケースもある。 

日本脳炎 ｺｶﾞﾀｱｶｲｴｶ 2014 年に国内で 2 人の感染例がある。 

致死率は 30%程度。生存時も脳に障害を受け麻痺などの重篤な後遺症が残る。 

マラリア ﾊﾏﾀﾞﾗｶ 全世界では年間 3～5 億人の罹患者と 150～270 万人の死亡者があるとされ 

日本国内においては毎年 50～100 人の発症例が報告されている。 

ウエストナイル熱 ｺｶﾞﾀｱｶｲｴｶ 国内で感染例は認められていないが、近年まで報告のなかったヨーロッパや 

アメリカなどに流行が発生。新興・輸入感染症として注意が必要とされている。 

上記でご紹介したものは全て、感染症法において四類感染症に該当します。人から人への感染はほとんどあり

ませんが、動物、飲食物などを介して人に感染し、国民の健康に影響を与えるおそれがあります。そのため、こ

れらの感染症が発生した場合、保健所への届出と媒介動物の輸入規制、消毒や駆除等の措置が行われます。 

蚊が媒介する感染症 
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蚊の生息調査方法 

 近年、国際化により蚊が媒介する感染症が海外から持ち込まれる事例の増加や、地球温暖化や都市のヒート 

アイランド現象によって、感染症を媒介する蚊の生息域が拡大しています。蚊が媒介する感染症を早期に探知 

するためには、蚊の生息状況の調査が有効です。蚊の生息調査には大きく分けて 2 種類の方法があります。 

＜人囮法＞ 

 １ヶ所に１人が立ち、吸血のために飛来する成虫を捕虫網（直径 36～42cm） 

で捕らえます。網は蚊が来た時だけ振り、蚊が来ない時は網を振らずに 

立ったまま待機します。捕獲した成虫の処理や移動時間を含めて 1 時間で 

一人が４ヶ所の調査をできるようにするため、採集時間は１ヶ所あたり８分 

程度とします。 

＜CO2トラップ法＞ 

 1kg のドライアイスを新聞紙で包み、さらにビニール袋に入れたものを 

保冷袋に入れ誘引源とします。トラップは乾電池式の吸引機の上、もしくは 

脇につるし、翌日捕集容器に捕獲された成虫を回収します。地上 1.6～1.8ｍの 

位置になるように吊るし、月明かり、街灯や庭園灯の光の影響を受けない 

ように木陰などに設置するのが望ましいとされています。 

 

調査方法別の特徴 

 

 

 

 人囮法 CO2トラップ法 

長所 ・短時間で結果が得られるので、迅速な 

 対策実施が可能になる。 

・多数の蚊サンプルが得られる。 

・少人数でも多数の場所を同時に調査が 

 できる。 

短所 ・ある程度の人数が必要である。 

・個人差が大きい。 

・注意しないと感染する恐れがある。 

・結果が出るまでに１日必要である。 

・人囮法に比べ捕獲個体数が少ない。 

・トラップで採れない場所でも、人囮法 

 では採集されることが多い。 

・設置場所によって、採集結果が 

 大きく異なる。 

蚊の生息調査を承っております。 

ご要望の方は弊社までお問い合わせ下さい。 
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原因物質 事例 感染者数 

カンピロバクター 21 209 

ノロウイルス 10 285 

寄生虫 6 8 

ウエルシュ 3 189 

不明・その他 14 374 

食中毒情報 

カンピロバクター食中毒が鳥料理店を中心に増加して

いました。厨房内の二次汚染で発生しやすいため、調理器

具の使い分け、手洗いが徹底されているか確認をお願いし

ます。また、ウエルシュ菌による大規模な食中毒が発生し

ていました。ウエルシュ菌は熱に強い芽胞を作るため、加

熱調理しても一部が生き残り、適温で放置してしまうと急

激に菌が増殖してしまいます。原因食としては、肉・魚・

野菜を材料にした煮込み料理が多く、仕出し弁当や給食な

どのように大量に調理して一時的に保管される場合に問

題になりやすいです。これからの季節は、給食だけでなく、

家庭でもカレーなどの煮込み料理が原因で発生する可能

性はあります。食品を保管する際には短時間で温度を冷や

し、冷蔵庫などで低温保管するようにして下さい。また、

食べる時には再加熱することも重要です。 

全国食中毒発生状況 

（5/15～6/14 新聞発表分等） 

害虫紹介 

春先から秋にかけて見かける徘徊性の昆虫で、ゲジゲジとも呼ばれています。見た目はムカデやヤスデに似て

おり、基本的には屋外に生息していますが、まれに建物内に入ってきて問題になることがあります。 

 

 ゲジ類は、体長 20～30mm 程度で、日本にはゲジとオオゲジの 2 種類が生息

しています。体の割に足や触角が長く、幼虫は足が 4 対ですが、成虫では 15 対

30 本にまで増えます。また、足は外敵に襲われると自切して簡単に取れてしまい

ます。小型の昆虫やクモなどを食べる肉食性で、草むら、落ち葉、石の下などに

生息しています。成虫になるまでに寿命は 4～5 年ほどで、意外と長生きします。

越冬するために、建物内に侵入することがあります。 

ムカデとは異なり、人を刺咬する被害はありません。小型の害虫類を捕食してくれるため、その点では益虫と

言えます。しかし、足が多く長いため、見た目の気持ち悪さから不快感を与えます。そのため、山林付近の住宅

地や宿泊施設で問題になることがあります。 

生態 

 

被害 

対策 
屋外の土壌で発生して、徘徊して建物内に侵入してくるため、侵入対策が重要になります。薬剤を使用する場

合、建物を囲むように粉剤や粒剤を帯状に散布することで、侵入を予防することが出来ます。その際、雨の当た

らない場所に処理すると効果が長期間持続します。また、生息場所を減らすために、建物周辺の除草、落ち葉や

石を撤去することも予防に効果的です。 

ゲジ類 

 

図 ゲジ Sctigeromarpha 

（日本ペストコントロール協会） 
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